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自分自分が好き・学校学校が好き・玖珠玖珠が好き自分自分が好き・学校学校が好き・玖珠玖珠が好き自分が好き・学校が好き・玖珠が好き

令和２年４月15日  大分県玖珠町教育委員会

特集    Ｐ２～５ 教育行政の重点方針

　昨年度開校した「くす星翔中学校」の卒業式が３月６日に行

われ、卒業生120人が学び舎を巣立ちました。

　式は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、規模を縮小

して実施。在校生や保護者が見守る中、平原一幸校長が各クラ

スの代表者に卒業証書を授与し「自立した社会人に成長してほ

しい」と式辞を述べました。

　在校生を代表して２年の梶原友唯さんが送辞、卒業生の衞藤

史帆さん、赤峰希ノ花さん、瀧水蓮太郎さんが「感謝の気持ち

でいっぱい。くす星翔中で学んだことを胸に、前へ進んできた

い。」と決意を述べました。

　旧中学校の閉校を経験し、開校1年目は最上級生として下級生

をまとめてきた卒業生。堂々とした態度で式に臨む姿が印象的

でした。

一期一期生120生120人、はばたく人、はばたく一期一期生120生120人、はばたく人、はばたく一期生120人、はばたく
～ くす星翔中 初めての卒業式 ～～ くす星翔中 初めての卒業式 ～～ くす星翔中 初めての卒業式 ～
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◆
現
在
の
教
育
環
境
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
情
報
通
信
技
術
の

進
歩
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
発
展
な
ど
の

社
会
状
況
に
影
響
を
受
け
て
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
規
範
意
識
や
道
徳
心
の
低

下
、
更
に
価
値
観
の
多
様
化
、
家
庭
や
地
域
の
教

育
力
の
低
下
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
心
豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送

る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、

一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
や
生
き
が
い
を
持
て
る

社
会
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
た
め
に
、
玖
珠
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
学
力
向
上
施
策
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
さ
ら
な
る
充
実
な
ど
の
取

組
み
を
推
進
し
、
玖
珠
町
の
教
育
行
政
を
確
か
な

も
の
に
す
る
た
め
に
、
重
点
方
針
を
定
め
て
事
業

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
が

本
年
４
月
か
ら
小
中
高
順
次
に
実
施
さ
れ
、
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
の
が

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」
で
す
。
地
域
と
連
携
し
、
玖
珠
町
な
ら
で
は

の
「
こ
こ
だ
か
ら
学
べ
る
」
「
こ
こ
で
し
か
学
べ

な
い
」
様
々
な
地
域
の
人
と
か
か
わ
り
あ
え
る
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
学
習
等
を
、
開
発
・
導
入

し
て
い
き
ま
す
。

◆
玖
珠
町
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
則
り
、

「
生
き
る
力
と
思
い
や
り
の
心
を
育
む
学
校
教
育

の
充
実
」
を
目
標
に
掲
げ
、
「
知
・
徳
・
体
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
」
「
家
庭
・
地

域
に
信
頼
さ
れ
、
協
働
し
て
子
ど
も
を
育
む
学
校

教
育
の
推
進
」
「
学
校
間
・
校
種
間
の
き
め
細
や

か
な
連
携
」
を
重
点
と
し
て
様
々
な
取
組
み
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
の
高
校
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

◆
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

生
き
が
い
を
持
て
る
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
学
習

機
会
の
提
供
や
、
健
康
な
体
づ
く
り
の
た
め
、
身

近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
機
会
の
充
実
、
「
協

育
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
総
合
的
な
子
ど

も
支
援
な
ど
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◆
ま
た
、
「
童
話
の
里
」
の
根
幹
を
な
す
「
日
本

の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
久
留
島
武
彦
を
顕
彰
す
る
久

留
島
武
彦
記
念
館
を
通
し
て
、
久
留
島
武
彦
精
神

（
信
じ
合
う
こ
と
、
助
け
合
う
こ
と
、
違
い
を
認

め
合
う
こ
と
）
を
学
ぶ
こ
と
を
は
じ
め
、
大
切
な

歴
史
的
資
源
や
文
化
財
の
保
護
・
活
用
に
努
め
、

郷
土
の
文
化
を
大
切
に
す
る
町
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

◆
さ
ら
に
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
差
別
の
な
い

明
る
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◆
玖
珠
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
童

話
の
里
」
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
す
。
人
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
は
、
教

育
の
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
す
。
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
協
働
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
を
持
ち
、

個
々
と
地
域
の
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
解
決
方
法

を
探
る
こ
と
こ
そ
が
「
童
話
の
里
」
づ
く
り
で
あ

る
と
の
認
識
に
立
ち
ま
す
。

令和２年度令和２年度
玖珠町教育行政の重点方針玖珠町教育行政の重点方針

令和２年度令和２年度
玖珠町教育行政の重点方針玖珠町教育行政の重点方針
令和２年度
玖珠町教育行政の重点方針

ーーーーーーーーーーーー 教育行政の基調 ーーーーーーーーーーーー

『 子どもたちに未来へのバトンを渡すために 』
～ 少子・人口減少社会において地方創生を視野に入れた地域の活力を生み出す教育施策 ～
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今
年
度
の
重
点
方
針

　

Ⅰ　

学
校
教
育

１
．
確
か
な
学
力
の
定
着
・　

　
　

向
上

　

「
第
４
次
玖
珠
町
学
力
向
上

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
教
育

行
政
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
全
う
す
る

こ
と
で
、
確
か
な
学
力
の
定

着
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
教
育
環
境
の
整
備

●
基
礎
学
力
の
定
着
と
向
上

２
．
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

　

あ
い
さ
つ
、
時
間
、
言
葉
遣

い
な
ど
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
道
徳

教
育
や
人
権
教
育
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
他
を
尊

ぶ
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。

●
学
校
と
家
庭
の
連
携

●
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推

　

進
３
．
心
身
の
健
康
と
体
力
の　

　
　

向
上

　

町
内
全
小
・
中
学
校
に
お
い

て
「
体
力
向
上
一
校
一
実
践
」

の
取
組
を
継
続
的
に
行
い
、
体

力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

栄
養
教
諭
の
活
用
等
を
通
し
て

食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
小
中
学
生
の
基
礎
体
力
の
向

　

上
●
望
ま
し
い
生
活
習
慣
に
繋
が

　

る
食
育
の
実
施

４
．
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
能

力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば

し
、
社
会
的
自
立
に
必
要
な
力

を
養
う
た
め
、
就
学
前
か
ら
関

係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

　

置
等
の
校
内
支
援
体
制
の
充

　

実
●
個
々
に
応
じ
た
指
導
体
制
の

　

充
実
と
学
習
環
境
の
向
上

５
．
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の

　
　

推
進

　

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」
に
向
け
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
を
活
用

し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
効
果
的
な
情
報
発
信
の
検
討

●
家
庭
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
把

　

握
●
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
課
題

　

等
を
共
有
し
、
共
通
の
目
標

　

に
向
け
推
進

●
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連

　

携
・
協
働
の
充
実

●
地
域
産
業
界
と
連
携
し
た

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
職
業
教
育

　

等
の
充
実

６
．
安
心
・
安
全
な
学
校

　
　

づ
く
り

　

校
内
の
安
全
体
制
の
整
備
と

防
災
教
育
及
び
交
通
安
全
教
育

等
の
充
実
、
施
設
の
維
持
管
理

等
を
行
い
、
安
心
・
安
全
な
学

校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

　

成
と
実
行

●
通
学
路
安
全
点
検
の
実
施
と

　

危
険
個
所
の
解
消

●
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
の

　

徹
底

７
．
組
織
的
な
学
校
運
営

　
　

体
制
づ
く
り
と
教
職
員
の

　
　

資
質
・
能
力
の
向
上

　

学
校
の
教
育
目
標
達
成
に
向

け
て
組
織
的
に
取
り
組
む
学
校

運
営
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
互
見
授
業
や
校
内
研
修
の

充
実
及
び
研
究
推
進
校
の
指
定

や
学
校
訪
問
等
を
通
し
て
、
教

職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

●
校
内
研
修
や
管
理
職
に
よ
る

　

観
察
・
指
導
の
実
施

●
各
校
教
職
員
間
の
効
果
的
な

　

研
修
の
実
施

８
．
「
こ
の
地
域
」
だ
か
ら

　
　

こ
そ
学
べ
る
魅
力
あ
る

　
　

学
校
づ
く
り

　

玖
珠
町
出
身
の
先
哲
等
に
学

ぶ
学
習
を
推
進
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
郷
土
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
郷
土
を

愛
し
、
よ
り
良
く
し
よ
う
と
す

る
態
度
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
教
職
員
へ
の
郷
土
を
学
ぶ
研

　

修
の
実
施

●
副
読
本
を
用
い
た
各
小
学
校

　

に
お
け
る
久
留
島
学
習
の
定

　

着
９
．
学
校
間
・
校
種
間
の
連
携

　

小
学
校
と
く
す
星
翔
中
学
校

が
連
携
し
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解

消
を
は
じ
め
ス
ム
ー
ズ
な
中
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
間

の
連
携
も
強
化
し
な
が
ら
義
務

教
育
９
年
間
の
教
育
活
動
を
見

据
え
た
指
導
内
容
の
共
有
や
学

校
間
の
交
流
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

く
す
星
翔
中
学
校
と
玖
珠
美

山
高
校
と
の
校
種
間
連
携
や
、

玖
珠
町
内
の
こ
ど
も
園
や
公
立

幼
稚
園
と
小
学
校
と
の
校
種
間

連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
小
小
連
携
学
習
の
実
施

●
校
種
間
等
の
連
携
事
業
の
実

　

施
10
．
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

　
　

向
け
た
環
境
整
備

　

文
部
科
学
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
と
し
て
、

学
校
に
お
け
る
高
速
大
容
量
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
（
校
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
）
の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
全
学
年
の
全
児
童
生

徒
が
通
信
端
末
を
持
ち
、
十
分

に
活
用
で
き
る
環
境
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

●
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

　

境
の
整
備

●
児
童
生
徒
１
人
１
台
へ
の
端

　

末
の
整
備

通学路合同点検

小６合同学習
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11
．
学
校
に
お
け
る
働
き
方　

　
　

改
革
の
推
進

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
目
的
は
、
「
教
師
が
こ
れ
ま

で
の
学
校
教
育
の
蓄
積
と
向
か

い
合
っ
て
自
ら
の
授
業
を
磨
く

と
と
も
に
、
日
々
の
生
活
の
質

や
教
職
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ

と
で
、
自
ら
の
人
間
性
や
創
造

性
を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
効
果
的
な
教
育
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
」
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

推
進
を
目
指
し
ま
す
。

●
教
師
の
働
き
方
の
実
態
を
改

　

革
す
る
と
い
う
時
間
管
理
の

　

視
点
で
の
改
善

●
子
ど
も
を
取
り
巻
く
変
化
へ

　

の
対
応
の
た
め
の
「
チ
ー
ム

　

と
し
て
の
学
校
」
の
機
能
強

　

化
の
視
点
で
の
改
革

12
．
地
域
の
高
校
に
対
す
る

　
　

支
援
と
玖
珠
志
学
塾
の

　
　

運
営

　

地
域
に
唯
一
の
高
校
で
あ
る

県
立
玖
珠
美
山
高
校
の
存
続
に

向
け
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

同
校
生
徒
の
進
路
達
成
に
向
け

た
支
援
に
取
組
み
ま
す
。

●
広
報
及
び
人
材
育
成
や
部
活

　

動
へ
の
支
援

●
公
営
塾
の
効
果
的
な
運
営

13
．
就
学
前
教
育
の
質
の

　
　

向
上
と
教
育
環
境
の
整
備

　

「
玖
珠
町
幼
児
教
育
振
興
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
就
学

前
教
育
環
境
の
質
の
向
上
と
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
実
態
を
ふ
ま
え
た
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
認
定
子
ど
も
園
と
町
立
幼
稚

　

園
の
連
携

●
就
学
前
児
童
の
就
学
へ
の
支

　

援
●
関
係
機
関
と
の
連
携
と
家
庭

　

教
育
支
援

14
．
安
全
・
安
心
な

　
　

学
校
給
食
の
提
供
と

　
　

地
産
地
消
・
食
育
の
推
進

　

玖
珠
町
で
採
れ
る
新
鮮
で
安

全
・
安
心
な
米
や
野
菜
な
ど
の

食
材
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
地
域
の
農
と
食
文
化
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
り
、
郷
土
愛
を

育
む
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

食
材
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
関
係
に

あ
る
給
食
費
の
滞
納
対
策
を
強

化
し
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設

の
更
新
・
改
修
に
よ
り
、
調
理

能
力
及
び
衛
生
管
理
を
補
強
し

安
全
・
安
心
で
美
味
し
い
給
食

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

●
郷
土
愛
を
育
む
地
産
地
消
の

　

推
進

●
新
鮮
で
安
全
・
安
心
で
あ
る

　

適
正
な
食
材
確
保

●
計
画
的
な
調
理
施
設
・
設

　

備
・
備
品
等
の
整
備

　

Ⅱ　

社
会
教
育

　

社
会
教
育
基
本
計
画
（
平
成

27

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま

で
）
の
３
つ
の
基
本
目
標
に

沿
っ
た　

７
つ
の
重
点
方
針
に

よ
り
、
本
年
度
の
社
会
教
育
施

策
を
行
い
ま
す
。

【
社
会
教
育

　
　

基
本
計
画
基
本
目
標
】

①
人
づ
く
り

　

生
き
が
い
を
育
む
社
会
教
育

　

の
推
進

②
体
づ
く
り

　

心
と
体
の
調
和
を
図
る
社
会

　

体
育
の
充
実

③
心
づ
く
り

　

郷
土
の
文
化
・
歴
史
の
学
習
、

　

芸
術
創
造
力
の
育
成

１
．
地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

地
域
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る

大
人
自
身
が
地
域
の
持
つ
課
題

を
認
識
し
、
主
体
的
な
生
涯
学

習
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
で
、
地
域
づ
く
り
に
参
加
・

協
働
す
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
と
共
に
学

び
世
代
間
の
繋
が
り
を
持
つ
こ

と
で
、
子
ど
も
達
が
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
地
域
を
発
展
さ

せ
る
力
と
な
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
「
協
育
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連

　

携
促
進
事
業

●
世
代
に
応
じ
た
各
種
学
習
活

　

動
の
支
援

●
地
域
の
学
習
活
動
・
拠
点
の

　

支
援

２
．
子
ど
も
と
大
人

　
　

家
庭
と
地
域
で
の
教
育

　

家
庭
や
地
域
で
の
学
び
は
、

人
間
形
成
の
基
礎
を
養
う
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
学

習
機
会
の
充
実
を
図
る
こ
と
に

よ
り
各
家
庭
の
教
育
力
の
向
上

に
繋
げ
る
と
共
に
、
子
ど
も
達

に
は
、
地
域
で
の
交
流
や
体
験

を
通
じ
た
活
動
で
、
学
び
・
考

え
・
行
動
す
る
と
い
っ
た
人
格

を
養
う
環
境
づ
く
り
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め

に
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
と

連
携
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
へ

　

の
支
援

●
わ
ら
べ
サ
ー
ク
ル
協
議
会
へ

　

の
支
援

●
児
童
文
化
の
担
い
手
の
育
成

●
家
庭
教
育
に
関
す
る
講
演
会

　

の
実
施

３
．
生
涯
に
わ
た
る

　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

　
　

シ
ョ
ン
の
推
進

　

心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

活
動
団
体
及
び
指
導
者
の
育

成
及
び
競
技
力
向
上
の
支
援
、

体
力
向
上
・
健
康
増
進
に
関
す

る
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
充

　

実
●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　

ブ
（
童
里
夢
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　

ブ
）
の
育
成

●
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
実

　

施

令和２年度 玖珠町教育行政の重点方針

就学前交流会
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４
．
久
留
島
武
彦
精
神
を

　
　

継
承
す
る
環
境
の
充
実

　

「
童
話
の
里
」
の
根
幹
を
な

す
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
久

留
島
武
彦
の
偉
業
や
そ
の
精
神

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
各
年

齢
層
に
合
っ
た
学
習
環
境
を
充

実
し
ま
す
。
久
留
島
武
彦
の
幅

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
せ

る
よ
う
な
企
画
を
試
み
、
記
念

館
を
通
し
た
調
査
・
研
究
の
成

果
を
町
民
と
共
有
す
る
こ
と
で
、

半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
誇
る

「
童
話
の
里
」
づ
く
り
の
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
本
童
話
祭
の
開
催

●
久
留
島
武
彦
顕
彰
全
国
語
り

　

べ
大
会
の
開
催

●
久
留
島
武
彦
顕
彰
全
国
児
童

　

生
徒
俳
句
大
会
の
開
催

●
久
留
島
武
彦
童
話
賞
子
ど
も

　

創
作
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
の
開

　

催

●
小
中
学
校
を
は
じ
め
と
す
る

　

久
留
島
学
習
の
場
の
提
供

●
久
留
島
武
彦
記
念
館
に
よ
る

　

調
査
・
資
料
収
集
・
研
究
・

　

企
画
展
示
・
情
報
発
信

５
．
文
化
の
創
造
と
振
興

　

文
化
芸
術
の
振
興
は
、
「
童

話
の
里
」
づ
く
り
に
と
っ
て
重

要
な
取
組
み
で
す
。
文
化
の
薫

る
感
性
豊
か
な
町
と
な
る
た
め

に
、
す
ぐ
れ
た
文
化
芸
術
作
品

に
触
れ
る
機
会
を
充
実
し
、
理

解
を
深
め
、
親
し
め
る
環
境
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

●
町
美
術
展
覧
会
・
自
主
文
化

　

芸
術
活
動
へ
の
支
援

●
巡
回
音
楽
会
の
開
催

●
文
化
芸
術
活
動
を
促
進
す
る

　

た
め
の
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

バ
ル
の
開
催

●
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の

　

提
供

●
久
留
島
武
彦
記
念
館
に
よ
る

　

企
画
展
の
開
催

６
．
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ

　
　

文
化
財
の
活
用

　

地
域
に
あ
る
文
化
財
を
活
用

し
た
、
地
域
の
歴
史
、
地
域
の

文
化
を
学
ぶ
場
の
提
供
を
行
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
文
化

財
の
保
護
・
保
存
・
整
備
に
取

組
み
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

る
文
化
財
の
活
用
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

●
日
本
遺
産
発
信
推
進
事
業

●
豊
後
森
藩
資
料
館
の
運
営

●
角
牟
礼
城
跡
の
整
備

●
旧
久
留
島
氏
庭
園
の
整
備

●
指
定
文
化
財
の
保
護
や
保
存

　

継
承
支
援

７
．
生
涯
学
習
を
保
障
す
る

　
　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
網
の

　
　

充
実

　

玖
珠
町
は
図
書
館
を
持
た
な

い
県
内
２
町
村
の
内
の
ひ
と
つ

で
す
。
あ
ら
ゆ
る
年
代
層
に
生

涯
学
習
を
保
障
す
る
た
め
、
既

存
施
設
を
活
用
し
た
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
網
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
今
後
の
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
各

所
と
連
携
・
協
議
を
深
め
ま
す
。

●
わ
ら
べ
の
館
の
図
書
の
充
実

●
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

　

図
書
室
の
充
実
と
利
用
者
の

　

拡
大

●
わ
ら
べ
の
館
児
童
図
書
室
と

　

中
央
公
民
館
図
書
室
の
連
携

●
各
自
治
会
館
と
の
連
携
・
協

　

議
●
わ
ら
べ
の
館
移
動
図
書
館
車

　

の
活
用

●
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

　

に
つ
い
て
連
携
・
協
議

　

Ⅲ　

人
権
教
育　

１
．
学
校
教
育
に
お
け
る

　
　

人
権
教
育
の
充
実

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
平
成

30
年
度
に
策
定
し
た
「
部
落
差

別
解
消
の
た
め
の
人
権
・
同
和

教
育
基
本
方
針
」
に
則
り
、
人

権
教
育
に
係
る
年
間
指
導
計
画

を
作
成
し
、
学
校
の
教
育
活
動

全
体
を
通
し
て
意
図
的
・
計
画

的
に
人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
人
権
教
育
推
進
校
の
指

定
に
よ
る
研
究
成
果
の
共
有
、

人
権
に
係
る
研
修
会
へ
の
積
極

的
な
参
加
等
に
よ
っ
て
、
教
職

員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
人

権
教
育
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

●
児
童
生
徒
へ
の
部
落
差
別
解

　

消
に
向
け
た
人
権
教
育
の
指

　

導
及
び
啓
発
活
動
の
推
進

●
部
落
差
別
解
消
に
向
け
た
定

　

期
的
な
教
職
員
研
修
の
実
施

●
若
手
教
職
員
の
育
成
の
中
で

　

の
部
落
差
別
解
消
の
た
め
の

　

人
権
教
育
の
充
実

２
．
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
け
る

　
　

人
権
教
育
の
推
進

　

「
玖
珠
町
人
権
施
策
基
本
計

画
」
を
基
調
に
、
わ
が
国
固
有

の
人
権
問
題
で
あ
る
部
落
差
別

問
題
を
は
じ
め
、
女
性
や
子
ど

も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
外

国
人
・
医
療
な
ど
様
々
な
人
権

課
題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

そ
の
解
決
に
向
け
た
意
欲
と
実

践
力
を
持
っ
た
住
民
を
育
成
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
あ
ら
ゆ

る
場
に
お
い
て
、
学
習
機
会
の

提
供
を
人
権
確
立
・
部
落
差
別

解
消
推
進
課
と
連
携
し
て
進
め

ま
す
。

●
人
権
公
開
講
座
の
開
催

●
広
報
く
す
「
あ
な
た
の
人

　

権
・
わ
た
し
の
人
権
」
の
掲

　

載
●
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

　

関
す
る
法
律
の
目
的
に
沿
っ

　

た
事
業
実
施

令和２年度 玖珠町教育行政の重点方針

巡回音楽会

角牟礼城

人権公開講座
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② 基礎・基本の定着と活用力の向上

「児童生徒の更なる学力の向上」を目指して児童生徒の更なる学力の向上」を目指して

～令和２年度　玖珠町学力向上推進計画～～令和２年度　玖珠町学力向上推進計画～

「児童生徒の更なる学力の向上」を目指して「児童生徒の更なる学力の向上」を目指して

～令和２年度　玖珠町学力向上推進計画～～令和２年度　玖珠町学力向上推進計画～

「児童生徒の更なる学力の向上」を目指して

～令和２年度　玖珠町学力向上推進計画～

　玖珠町教育委員会は現在、「第４次玖珠町学力向上推進計画」（令和元年度～令和３年

度）に沿って、学力向上に向けて様々な施策に取り組んでいます。

　平成31年４月の全国学力・学習状況調査では、小６・中３ともに全教科において全国

平均を上回るという成果をあげました。

　本年度は、第４次学力向上推進計画の２年目にあたります。昨年度からスタートさせた

取組を修正・充実・徹底させることを柱に、学校・家庭・地域が一体となって、児童生徒

の更なる学力向上を目指します。

令和２年度　玖珠町学力向上推進計画　～抜粋～

① 学校の組織的な指導力の向上

重点的取組（施策）

重点的取組（施策）

１）全教職員参加による学

力向上プランの策定・

実施

●各種学力調査等を踏まて、ＰＤＣＡサイクルに基づいた学力向上プランを

各校で作成します。　

●定着度の数値目標を設定するとともに、プランの実施状況を公表します。

●図書館を活用した授業を積極的に取り入れ、児童生徒の読解力・思考力・

表現力の伸長を図ります。　

３）改善のための学校評価

の充実

４）複数の教職員が関わる

弾力的指導体制の構築

●チームティーチングや習熟度別指導を活用し、個に応じた指導に取り組み

ます。

●教科担任制推進教員・専科教員等を活用して小学校における教科担任制等

を積極的に導入します。

５）小中連携の強化

１）図書館活用教育の推進

２）学力向上プランと連動

した教育課程の編成

●学力向上についての重点的取組が各教科・領域等において具体化されてい

る教育課程を作成します。

●教育課程を適正に管理運営し、短期間で評価及び改善を繰り返しながらよ

りよい教育課程を作り上げます。

２）個に応じたきめ細かな

指導の充実

●各校の実態に応じて習熟度別指導を積極的に導入し、個に応じたきめ細や

かな指導に取り組みます。

●習熟度別指導教員による授業公開等を通して、よりよい習熟度別指導のあ

り方を広めます。

●小中連携会議を実施し、互見授業・相互参加授業や情報交換を通して小学

校と中学校の連携を強化します。

●小学校間の指導内容の共有及び統一を図ります。

●学力向上に関する小中共通の指導項目を設定し、協働して徹底を図ります。

●実現可能な焦点化された重点目標を設定します。

●重点目標に即した具体的取組を設定し、学校全体で組織的に取り組みます。

●自己評価書及び学校関係者評価書を公表します。
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③ 教職員の授業力の向上

重点的取組（施策） 具体的内容

④ 地域住民との協働による教育力の向上と高校までの一貫した学力向上対策

重点的取組（施策） 具体的内容

４）算数・数学確認テスト
の実施と活用

●小学校１年生から中学校３年生まで年間４回（４月,６月,10月,２月）実施

し、算数・数学の学力の定着を図ります。

●テストの結果を踏まえ、各学校の課題を明確にし、その課題を解決する取

組を組織的に行います。

●補充学習を組み入れた教育課程を編成します。

●各校の実態に応じて長期休業中等の補充学習の充実に取り組みます。
３）補充学習の充実

●中学校１年生・２年生を対象に年間５回（４月,６月,10月,12月,３月）実

施し、英語の基礎学力定着を図ります。　
５）英語確認テストの実施

と活用

●12月に小学校１年生から中学校２年生を対象に実施します。

●調査の結果を踏まえ、各校で年度内に復習する学習内容を明確にします。

６）町学力調査の実施と
　　活用

●町が作成した「小学校学習語彙集」を活用し、小学校国語・算数・理科の

語彙の確実な習得に取り組みます。　
７）「小学校学習語彙集」

の活用

●ＩＣＴ支援員を配置し、新学習指導要領に向けた教材研究や児童生徒が主

体的、意欲的に取り組む学習に場を設定します。　
８）ICT活用教育の推進

●「教育研究推進校」「特色ある学校づくり推進校」を指定し、公開授業を

通して研究の成果を広めます。
１）町研究指定校の取組の

充実

●コミュニティ・スクール（学校運営協議会）を生かして保護者・地域の

方々の学校経営への参画を図ります。
２）コミュニティ・スクー

ルの導入と活用

●寺子屋学習の内容の充実を図ります。

●夏季休業中のステップアップ講座と連動した取組を行います。
３）寺子屋学習の充実

●地域に唯一の高校「玖珠美山高校」の生徒を対象とした無料の公営塾「玖

珠志学塾」の運営を継続して行います。
４）玖珠志学塾の実施

●授業力向上アドバイザーを配置し、若年期の先生方の授業力向上を進めま

す。

●他校訪問を訪問して先生方の授業力向上の支援をします。

２）授業力向上アドバイ
ザーの活用

●授業改善計画により、授業力の向上を目指した提案授業など校内での研修

を充実します。

●中学校における「学びに向かう学校づくり」を進めます。

３）校内研修の充実

●各校、月１回以上の学校公開日を設定し、広く保護者・地域の方々に学校

に足を運んでいただけるよう働きかけます。

●町一斉学校公開月間（11月）を実施し、内容の充実を図ります。

１）積極的な学校公開
　　（公開授業）の実施

●校長先生が日常的に授業観察を行い、先生方に具体的で的確な指導をしま

す。

●先生同士で積極的に授業を見合い、意見交換を通して授業力の向上を目指

します。

４）授業観察と互見授業の
実施

●複数の教科担任による「タテ持ち」を実施します。

●定期的な教科部会を開催します。
５）中学校教科部会の充実
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も
う
す
ぐ
一
年
生
！

　
　

小
学
校
の
給
食
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
就
学
に
向
け
、
２
月
３
日

か
ら
25
日
に
か
け
て
、
町
内
認
定
こ

ど
も
園
の
年
長
児
が
、
森
幼
稚
園
で

学
校
給
食
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

紙
パ
ッ
ク
の
牛
乳
に
ス
ト
ロ
ー
を

さ
し
、
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
飲
む
こ

と
や
長
い
箸
の
ど
こ
を
持
て
ば
使
い

や
す
く
な
る
か
な
ど
、
個
々
で
試
す

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
体
験
に
期
待
を
持
っ
て

参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
い

つ
も
と
ち
が
う
食
器
や
メ
ニ
ュ
ー
に

会
話
が
は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
献
立
表
に
あ
る
食
材
が
、

体
の
ど
の
部
分
の
栄
養
と
な
っ
て
い

る
の
か
を
知
ら
せ
る
と
、
体
と
の
つ

な
が
り
に
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

食
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
進
ん
で

食
べ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
育
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

～ こんな悩みはありませんか ～～ こんな悩みはありませんか ～
「わかくさの広場」にご相談ください「わかくさの広場」にご相談ください

～ こんな悩みはありませんか ～～ こんな悩みはありませんか ～
「わかくさの広場」にご相談ください「わかくさの広場」にご相談ください

～ こんな悩みはありませんか ～
「わかくさの広場」にご相談ください

いじめられて

いるようだ

学校に行くのを

嫌がる

友だちとの

関わり方が心配

学習のつまずきが

気になる

心と体の発達が

気がかりだ

■場　所　 玖珠町大字森3889番地

　　　　　（旧 片草小学校）

■相談日　 月・水・金曜日

　　　　　（祝祭日・年末年始を除く）

■時　間　 午前10時～午後５時

■電　話　 ７２－４１４１

■対象者　 児童・生徒、保護者、教職員、一般

　子どもたちを取り巻く環境は、日々変化しています。

　玖珠町教育相談センター「わかくさの広場」では、子どもの

ことで悩みをお持ちの方の相談を受けています。

　相談は電話、手紙、来所のいずれの方法でもできます。

　教職経験のある相談員が対応し、相談に関する秘密は厳守し

ます。

ひとりで悩まず、気軽にご相談ください。

フッ化物洗口事業
今年度の「ブクブクうがい」の
希望調査にご回答ください

※保護者の皆様には

　新しくなった県教

　育委員会作成のパ

　ンフレットを配布

　予定です。

　１月23日、（公財）日田玖珠法人

会玖珠支部（淺田健治支部長）から

硬筆用下敷き１２５枚を寄贈してい

ただきました。地域社会貢献事業の

一環として同支部が平成30年から実

施しており、淺田支部長は「未来を

担う子どもたちに役立ててほしい」

と話しました。

　寄贈を受けた下敷きは、各小学校

で、新１年生全員に配布されました。

ありがとうございました。

新小学１年生に新小学１年生に

下敷きのプレゼント下敷きのプレゼント

新小学１年生に

下敷きのプレゼント

　小学校におけるフッ化物洗口事

業は、平成28年度から開始し、４

年目になります。

　保護者の皆様に安全性等につい

て理解を深めていただくため、教

育委員会は今年度も説明を行いま

す。

　また、希望調査は毎年度提出が

必要ですので、学校から配られる

用紙に記入し、期日までの提出を

お願いします。
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令
和
２
年
４
月
１
日
付　

（　

）
内
は
前
任
校
等

小
学
校

 

○
森
中
央
小
学
校

　
　 

校
長　

御
手
洗
小
百
合
（
八
幡
小
）

 

○
日
出
生
小
学
校

　
　 

校
長　

後
藤　

久
寿
（
古
後
小
）

　
　 

教
頭　

奥
村　
　

徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
津
市
北
部
小
）

 

○
塚
脇
小
学
校

　
　 

校
長　

中
村　

周
市
（
小
田
小
）

　
　 

教
頭　

穴
井　

有
司
（
塚
脇
小
）

 

○
小
田
小
学
校

　
　 

校
長　

野
上　

俊
孝
（
く
す
星
翔
中
）

 

○
北
山
田
小
学
校

　
　 

教
頭　

岩
木　

哲
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
豊
後
高
田
市
高
田
小
）

 

○
八
幡
小
学
校

　
　 

校
長　

佐
藤　

慎
治
（
く
す
星
翔
中
）

 
○
古
後
小
学
校

　
　 

校
長　

伊
藤　

伸
也
（
日
田
市
教
委
）

中
学
校

 
○
く
す
星
翔
中
学
校

　
　 
教
頭　

江
口　

善
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
分
市
明
野
中
）

退
職
者

　
　 
校
長　

梅
木　

孝
史
（
森
中
央
小
）

　
　 
校
長　

佐
藤　

明
彦
（
日
出
生
中
）

　
　 
校
長　

仲　
　

賢
治
（
塚
脇
小
）

教
職
員
の
異
動
（
管
理
職
の
み
）

次号から「教育広報くす」は次号から「教育広報くす」は

「広報くす・教育版」「広報くす・教育版」へ

  年４回  年４回（８月・11月・２月・５月）（８月・11月・２月・５月）

「広報くす」に折込・同時発行「広報くす」に折込・同時発行

次号から「教育広報くす」は

「広報くす・教育版」へ

  年４回（８月・11月・２月・５月）

「広報くす」に折込・同時発行
　

「
教
育
広
報
く
す
」
は
、
平

成
６
年
４
月
の
発
刊
以
来
26
年

間
に
わ
た
り
、
教
育
委
員
会
独

自
の
広
報
誌
と
し
て
、
玖
珠
町

の
教
育
に
関
す
る
取
組
み
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　

玖
珠
町
が
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
次
号
か
ら
「
教
育
広
報
く

す
」
は
、
「
広
報
く
す
」
（
町

報
）
の
別
冊
版
と
し
て
町
報
に

折
込
む
形
で
の
発
行
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
発
行
日
も
変

更
し
、
次
号
は
８
月
１
日
発
行

と
な
り
ま
す
。

　

「
教
育
広
報
く
す
」
と
し
て

の
発
行
は
、
今
号
で
終
了
し
ま

す
が
、
教
育
行
政
に
関
す
る
こ

と
や
、
各
小
中
学
校
の
取
組
み
、

社
会
教
育
の
取
組
み
は
、
「
広

報
く
す
」
と
「
広
報
く
す
・
教

育
版
」
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

「
第
14
回
ス
ク
ー
ル
カ
ッ

プ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
」
が
２
月

23

日

、

メ

ル

ヘ

ン

の

森

ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
低
学
年
２
チ
ー

ム
、
高
学
年
３
チ
ー
ム
が
出

場
。
冷
た
い
風
に
も
負
け
ず

元
気
い
っ
ぱ
い
ボ
ー
ル
を
追

う
子
ど
も
た
ち
に
、
保
護
者

も
懸
命
に
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

大
会
結
果

◆
優
勝

　

低
学
年
の
部

　
　

森
っ
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

高
学
年
の
部

　
　

ホ
ワ
イ
ト
ペ
ガ
サ
ス
小
田

◆
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
賞

　
　

塚
脇
小
高
学
年

ス
ク
ー
ル
カ
ッ
プ

ホ
ッ
ケ
ー
大
会

日出生台演習場関連特定事業
（教育、スポーツ及び文化に関する事業）

■玖珠町学力向上推進事業基金

事業の目的　玖珠町立小・中学校に職員を配置する

ことにより、学習環境の改善を行い、児童・生

徒の学力向上を図る。

事業の内容　児童・生徒の学力の向上に資する職員

の雇用事業

事業の始期及び終期

　平成28年３月から令和７年３月まで

事業に要する経費の総額　　364,386,682円

交付を受けた交付金の額　　 83,927,000円

■玖珠町高校生公営塾運営事業基金

事業の目的　県立玖珠美山高校に在学する高校生の

ため、学習塾を設置運営し、高校生の学力向上

を図る。

事業の内容　県立玖珠美山高校生徒の学力向上のた

めの公設民営塾の運営

事業の始期及び終期

　令和２年３月から令和５年３月まで

事業に要する経費の総額　　 10,500,000円

交付を受けた交付金の額　　 25,000,000円

特定防衛施設周辺整備交付金を

活用して基金を積み立てました
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く
す
星
翔
中
が
優
勝
！

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

２
月
15
日
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
小
・

中

学

生

プ

レ

ゼ

ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
大
分
市
で

行
わ
れ
、
く
す
星
翔

中
学
校
の
プ
レ
ゼ
ン

「
給
食
戦
争
」
が
フ

リ
ー
の
部
で
見
事
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
子

ど
も
た
ち
の
情
報
活

用
能
力
の
向
上
を
目

的
に
大
分
県
教
育
委

員
会
が
開
催
し
た
も

の
で
、
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
12
チ
ー
ム
が
、

来
場
者
の
前
で
プ
レ

ゼ
ン
を
披
露
し
ま
し

た
。
く
す
星
翔
中
の

発
表
は
、
給
食
の
楽

し
さ
や
争
い
か
ら
食

品
ロ
ス
・
環
境
問
題

ま
で
発
展
し
て
い
く

内
容
で
、
出
場
し
た

後

藤

司

さ

ん

、

原

菜
々
子
さ
ん
、
梶
原

友
唯
さ
ん
は
、
そ
れ

ぞ
れ
役
割
分
担
し
身

振

り

な

ど

を

交

え

堂
々
と
発
表
し
ま
し

た
。

八幡小学校が移転しました
旧八幡中学校を改修し活用

　校舎等施設の老朽化が進んでいた八幡

小学校が、隣接する旧八幡中学校へ移転

しました。

　中学校を小学校として使用するために

教室を増やし、階段に手すりをつけるな

どの改修を実施。新学期から八幡小学校

として再スタートしました。

【八幡小学校所在地】

　旧：玖珠町大字太田1456番地の１

　新：玖珠町大字太田1462番地

　　　☎72-0414（電話番号は変わりません）

「第71回日本童話祭」
中止のお知らせ

ー 実行委員長のコメント ー

　日本童話祭は、町あげての最大のイベントで

あり、毎年多くの方々が、童話の里玖珠町で楽

しんでいただいています。

　また、ご来場の皆さまに楽しんでいただこう

と、町内外の多くの個人・団体の人々が、当日

に向けて、参加の準備を進めていただいており

ます。

　今回の本イベント中止は、主催者としても、

誠に残念な決定になりますが、情勢をご理解い

ただき、また、一年後の日本童話祭を楽しみに、

より多くの皆さまが来ていただきますようお願

いします。

実行委員長（玖珠町長）　宿利 政和

教育委員会の機構が変わりました

３月まで ４月から

教育総務課

　教育総務班

　就学前教育班

　施設管理班

学校教育課

　指導班

社会教育課

　社会教育班

　文化財班

　社会体育班

　公民館班

教育政策課

　教育政策班

　指導班

社会教育課

　社会教育班

　公民館班

　新型コロナウイルス感染拡大を防止する観点、事

態収束の時期が不明なことなどから、５月４日・５

日に開催を予定していました「第71回日本童話祭」

は、中止します。

問 日本童話祭実行委員会事務局（社会教育課内）

☎７２－７１５１

問

　教育総務課と学校教育課は、教育政策

課に、教育総務班・就学前教育班・施設

管理班は教育政策班にそれぞれ統合しま

した。

　社会教育課は、社会教育班・文化財

班・社会体育班を、社会教育班に統合し

ました。


